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１．事業の概要
【事業の目的】

＜平面図＞

＜事業計画等＞

 一般国道55号安芸道路は四国8の字ネットワークを形成する阿南安芸自動車道の一部であり、高知東部自動車道と接続して
四国東南部における規格の高い信頼性のあるネットワークを形成し、高知県東部広域交流の促進及び地域の活性化を図ると
ともに、災害時における緊急輸送道路の確保や第三次医療施設への速達性向上、安芸市内部の日常的な交通渋滞の解消を
目的とする地域高規格道路である。
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一般国道55号
安芸道路

事業名 一般国道55号 安芸道路

計画区間 高知県安芸市伊尾木～高知県安芸市馬ノ丁

計画延長 ５．８ｋｍ

構造規格 第１種第３級（自動車専用道路）

設計速度 ８０ｋｍ／ｈ

車 線 数 ２車線

標準幅員 １２.０ｍ

計画交通量 ８，５００～１１,２００台／日

事業の経緯
平成２３年度 都市計画決定

平成２４年度 事業化

12.00
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［単位：ｍ］＜標準断面図＞
土工部
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その他車両相互 正面衝突 車両単独

直轄全体
（高知県内）

安芸道路
（並行現道）

２．事業の効果と必要性（１）

 安芸道路に並行する国道55号は、信号交差点の連続や沿道からの出入り交通等により走行速度20km/h以下の区間が存在し
主要渋滞箇所に指定されるなど、混雑が発生。また、急ブレーキによるものと考えられる追突事故が多発している。

 現道の交通が転換することで、国道55号の混雑緩和や交通事故の削減が期待される。
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国道５５号の混雑緩和及び交通事故の削減

写真① 現道（国道55号）
安芸市街地の混雑状況【西行】

■現道（国道55号）の交通状況
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資料）イタルダデータ（H26-29（4年間））

0.5回/百台未満

0.5～1.0回/百台
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【現道（国道55号）の事故類型】【混雑時の走行速度（平日：夕ピーク【西行】）】

【急ブレーキ発生頻度（平日【西行】）】 200m間隔

信号交差点

主要渋滞箇所
（安芸川大橋西詰交差点）

写真①

36.7km/h
18.0
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※夕ピーク（17,18時台）

0.3 0.2 1.1 0.8 1.1 4.3 1.1 1.9 3.2 1.9 1.1 6.3 2.7 3.4 2.2 3.2 2.7 1.9 1.0 1.3 1.4 0.6 0.3 1.1 0.1 1.3 0.2 0.0

R1.5.23 撮影

至 室戸市

至 高知市

追突事故が約60％

資料）ETC2.0プローブデータ

（H30.9-11）

※急ブレーキ発生頻度：ETC2.0プローブデータ（H30.9-11）において、評価期間中の急ブレーキ（-0.3G以下）

の発生回数を百台あたりに換算。

※-0.3Gとは、１秒間に約10km/h減速する急ブレーキに相当し、ヒヤリ・ハットを感じるとされる前後加速度



２．事業の効果と必要性（２）

 高知県東部地域は、南海トラフ地震による強い揺れや津波による甚大な被害が想定されており、第1次緊急輸送道路である国
道55号（現道）は、南海トラフ地震発生時の津波浸水による通行不能が懸念されている。

 安芸市では、被災時の市役所機能の維持含めた市役所の移転が計画されており、津波浸水を回避する安芸道路と併せて整
備することで、大規模災害時の円滑な救援活動や緊急物資の輸送が期待される。

信頼性の高い緊急輸送道路の確保
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■国道55号の津波浸水区間

資料）H25.5.28中央防災会議・防災対策推進検討会議・南海トラフ巨大地震対策検討
ワーキンググループ「南海トラフ巨大地震対策について（最終報告）」

震度6強～７の想定

安芸市

安芸中IC
（仮称）

安芸東IC
（仮称）

国道55号は津波浸水エリアを通過しており、津波により

国道55号の通行が阻害された場合、室戸市など県東部へ

のアクセスが困難となる

安芸道路に並行する
現道は全て浸水

■安芸道路横断図（断面①）

断面①

安芸道路は津波に浸水
しない高さで計画

現地盤高 4.6m

▽津波浸水高 12.8m

現国道55号

路面高 15.6m

安芸西IC
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高知東部
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知
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一般国道55号 安芸道路
延長5.8km

12.0
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資料）南海トラフの巨大地震による震度分布・津波浸水予測について
（Ｈ24.12.10 高知県公表）の津波浸水予測図を基に作成

■想定地震における最大震度図

写真① 標識（津波
浸水指定区間）

写真①

凡 例

一般国道（指定区間）

主要地方道

一般県道

再評価箇所

関連事業(未開通)

調査中区間

津波浸水想定区域

安芸市役所
移転候補地（非浸水箇所）

安芸市消防防災センター
（H25.3開設）

◎安芸市役所



中芸地域5町村：奈半利町、田野町、
安田町、北川村、馬路村
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２．事業の効果と必要性（３）

 四国8の字ネットワークの延伸とともに、高知県東部地域への来訪者数が増加し、交流人口が拡大している。
 中芸5町村の「森林鉄道から日本一のゆずロードへ」の日本遺産認定や北川村温泉（ゆずの宿）のリニューアルオープン、安芸

中IC（仮称）付近での道の駅構想など地域の活性化が進行しており、高知県東部地域へのアクセスが向上することで、更なる
交流人口の拡大が期待される。
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交流人口の拡大による地域活性化の支援

【安芸市役所】
・年々、観光客は増加している傾向にあるため、アクセス向上による効
果が発現している。
・高規格道路から安芸市に立ち寄ってもらうためのきっかけづくりとして
安芸道路の安芸中IC(仮称）付近（現在のJA付近）に、地域観光の拠点
となる「道の駅」の計画を予定している。

【安芸市の宿泊者数の推移】
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香南かがみIC開通
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なんこく南IC～
高知龍馬空港開通

＜モネの庭＞ ＜伊尾木洞＞

高速道路

一般国道

再評価箇所（未開通）

関連事業（開通済）

関連事業（未開通）

調査中区間

凡 例

【モネの庭入園者数の推移】

【伊尾木洞ガイド申込者数の推移】

E32

E56

E55

E55

資料）R1.5.22 安芸市役所ヒアリング調査結果より

資料）土佐国道事務所提供資料

資料）安芸市役所提供資料

資料）安芸市役所提供資料

※4施設（ホテルタマイ、ビジ

ネスホテル弁長、清月旅館、

畑山温泉）の合計

■高知東部地域の交流人口の拡大

安芸道路
延長5.8km

【北川村温泉（ゆずの宿）がリニューアルオープン】
（H30.6.26）

【日本遺産に認定（H29年度）】

資料）中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会HP

北川村温泉

＜北川村温泉（ゆずの宿）＞

＜ゆず畑の景観＞

＜旧魚梁瀬森林鉄道施設（二股橋）＞

奈半利町

田野町

馬路村

北川村
安田町

中芸5町村

高知県東部の中芸地域5町村の「森
林鉄道から日本一のゆずロード
へ」が、H29年度に日本遺産に認定
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２．事業の効果と必要性（４）

 H26.4の県立あき総合病院全体の開設等により医療が強化されたものの、依然として高知市方面へ搬送。

 混雑箇所を回避するルートを整備することで、高知市方面への搬送時間が短縮し、地域の救急医療活動の支援が期待される。
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救急搬送時間の短縮による管外救急搬送の支援

【消防署の声】
・あき総合病院で循環器系と脳外科の医者が確保できたことにより、高

知市への搬送件数は減少しているが、依然として高知市方面に救急搬
送を行っている。 【安芸市消防本部】

・安芸道路の開通により、信号がない高規格道路を利用することで患者
の負担軽減が期待される。【中芸広域連合消防本部】

香南かがみIC～
香南やすIC開通

高知南IC～
なんこく南IC開通

なんこく南IC～
高知龍馬空港開通

香南のいちIC～
香南かがみIC開通

出典）各消防本部へのヒアリング結果（R1.5）
※室戸市消防本部、中芸広域連合消防本部、

安芸市消防本部から高知市方面（高知市・
南国市・香南市）への搬送件数の合計値

高知県東部の消防本部
（オレンジ・緑・青のハッチング
は各消防本部の管轄を表示）

県立あき総合病院開設（H26.4）

東部地域の医療体制の充実後も

県東部の3消防本部から高知市方

面への搬送が771件/年

H26.4の県立安芸病院
の開設により東部地域
の医療体制は充実した
ものの、依然として高
知市方面へ搬送。

E55

E32

E56

資料）各消防本部へのヒアリング結果（R1.5） ※搬送件数はH30年データ（件/年）

■高知県東部の救急搬送状況 【高知県東部から高知市方面への搬送件数の推移】

至 高知市

至 室戸市

写真① 現道（国道55号）の混雑状況

■搬送時間の短縮
【奈半利町役場～高知医療センターの旅行時間】

資料）H27年度道路交通センサス
整備なし：H27年度道路交通センサスの混雑時旅行速度
整備あり（安芸道路以外）：完成時の設計速度（高知東部自動車道）
事業区間完成時：完成時の設計速度（高知東部自動車道及び安芸道路）

整備なし

整備あり（安芸道路以外）

事業区間完成時

0 20 40 60 80 100

92分
55分

49分
約37分短縮
約43分短縮

資料）R1.5.22 ヒアリング調査結果より

凡 例

高速道路

一般国道

再評価箇所（未開通）

関連事業(開通済)

関連事業(未開通)

調査中区間

高知方面への搬送
（高知市・南国市・香南市）

第2次医療施設
(高知県内の南国市以東を表示)

第3次医療施設（高知県内）

至 室戸市

至 高知市

R1.5.23 撮影

写真②

写真①

写真② 現道（国道55号）を走行する救急車両

H30.5.24 撮影



これまでの用地買収率は約39％（H30年度末時点）、事業進捗率は約7％ （H30年度末時点）となっている。

早期開通を目指し、調査・設計、用地買収を推進するとともに、今年度より橋梁工事に着手し事業を推進する。

３．事業の進捗状況と見込み
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■事業の進捗状況

安芸中IC
（仮称）

安芸東IC
（仮称）

安芸西IC
（仮称）

至

室
戸
市

至

高
知
市

凡 例

一般国道（指定区間）

主要地方道

一般県道

その他区間

再評価箇所（未開通）

関連事業(未開通)

調査中区間

写真②

写真③

写真③ 安芸東IC(仮称）付近
接続道路として工事の進む（県）大久保伊尾木線

写真② 安芸中IC(仮称）付近
接続道路として工事の進む(都）安芸中インター線

写真① ルート全景写真

H31.4.5 撮影

至
高
知
市

至
室
戸
市

安芸東IC
（仮称）

至
高
知
市

至
室
戸
市

安芸中IC（仮称）

H31.4.5 撮影

安芸東IC
（仮称）

安芸中IC
（仮称）

安芸西IC
（仮称）

至
室
戸
市

E55

E55

区間
安芸西IC(仮称)

～ 安芸中IC(仮称)
安芸中IC(仮称）

～ 安芸東IC（仮称）

延長 2.9km 2.9km

今後の予定
調査・設計中

用地買収推進中

調査・設計中
用地買収推進中

橋梁工事着手予定

用地進捗状況
（平成30年度末時点）

約39％ （前回(H28年度末時点） 約1%)

事業進捗状況
（平成30年度末時点）

約7％ （前回(H28年度末時点） 約4%)

写真①



田 野 町

４．事業を巡る社会情勢の変化等
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至

室
戸
市

安芸東IC
（仮称）

安芸中IC
（仮称）

安芸西IC
（仮称）

芸西東IC
（仮称）

芸西西
IC

香南
やすIC

香南
かがみIC

香南
のいちIC

高知龍馬
空港IC

凡 例

再評価箇所（未開通）

関連事業（開通済）

関連事業(未開通)

調査中区間

E55

なんこく
南IC

高知南
IC

高知
中央IC

高知
JCT

E32

E56

至

四
万
十
市

安芸道路

延長5.8km

高知東部自動車道 阿南安芸自動車道

高知南国道路
（高知南～
なんこく南）
H27.3開通
延長 4.7km

安 芸 市

高知南国道路
（なんこく南～

高知龍馬空港）
H28.4開通
延長 4.1km

南国安芸道路
（香南のいち～
香南かがみ）
H26.3開通
延長 2.2km

南国安芸道路
（香南かがみ
～香南やす）
H25.2開通
延長 2.9km

南国安芸道路
（香南かがみ
～香南やす）
H23.3開通
延長 3.9km

阿南安芸自動車道
（奈半利～安芸）

計画段階評価完了
延長 約13km

南国安芸道路
（芸西西～安芸西）

事業中
延長 8,5km

高知南国道路
（高知JCT～

高知南）
R2年度開通予定

延長 6.2km

北川奈半利
道路

H22.8開通
延長 5.0km

芸 西 村

香 南 市

香 美 市

南 国 市

高 知 市

南国安芸道路
（高知龍馬空港
～香南のいち）

事業中
延長 3.5km

安 田 町

北 川 村

馬 路 村

北川道路
(2-2工区）

事業中
延長 4.0km

高知市

阿南市

徳島市

安芸市

奈半利～安芸
計画段階評価完了
延長 約13km

海部野根道路
R1新規事業化

延長 14.3km
野根～安倉

計画段階評価完了
延長 9.0km

牟岐～野根 延長23.0km

H30.11都市計画決定

四国8の字ネットワーク
四国東南部の進捗状況



場所打ち杭 φ1200
L=15.500m , n=9本
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５．事業費の変化（１） 盛土構造から橋梁構造等への変更

8

N

安芸道路 延長5.8ｋｍ

＜ 当初計画（想定地質縦断） ＞

位置図

＜ 変更計画（調査後の地質縦断） ＞

盛土・補強土壁
＋

置換工法
C= 21.9 億円

橋梁構造
C= 46.1 億円

＜ 当初 計画断面図 ＞ ＜ 軟弱地盤対策（深層混合）＞ ＜ 橋梁構造 ＞

黒鳥地区

航空写真

黒鳥高架橋L=472.5m

帯谷川

県道安芸物部線

帯谷川

黒鳥橋L=20m
県道安芸物部線

帯谷川橋L=43.5m

Ac

Ac
Ac

Ag

Ag

Dg

Ag
Pt層

Ac

Ag

Ac

Dg

断面図方向

黒鳥地区

安芸中地区

黒鳥地区

軟弱層
（1～2m程度）

深層混合
C= 57.9 億円

経済性比較

凡 例

盛土層

沖積粘性土層

沖積有機質土

沖積砂質土層

沖積礫質土層

洪積礫質土層

B
Ac
Pt
As
Ag
Dg

安芸中央インター線

安芸中IC（仮称）

E55

県道安芸物部線

Ac

Ac
Ac

B
B

・黒鳥地区は、当初、近隣地質情報をもとに、軟弱層（1～2ｍ程度）の置き換え工法を用いた盛土構造で計画。
・平成26年度以降に詳細な地質調査を実施した結果、本線周辺に軟弱層が判明し、軟弱地盤対策の検討が必要となった。
・軟弱地盤への対策として、地盤改良より経済性に優れる橋梁構造へ変更することにより、事業費が約24.2億円増加。
・安芸中地区でも、旧河道氾濫により堆積した粘性土層の判明により、擁壁基礎への深層混合処理工の追加が必要なことから、事業費が約4億円増加。

帯谷川橋

黒鳥橋

橋
梁
構
造
へ
の
変
更

↑

盛
土
・
補
強
土
壁
＋
置
換
工
法

Br

【沖積有機質土(Pt)層】

非常に高含水比で植物遺体や有機
物を多く含む粘性土であり、指をお
しつけると水分がにじみ出してくる
ような土層。N値はN=0～2の非常に
軟弱な粘性土。

安芸平野西部における後背湿地性
堆積物と考えられる。

【沖積粘性土（Ac）層】
軟弱な粘性土層
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Ac層

Ｎ値（標準貫入試験）

Aｇ層

Ｄｇ層
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鉄塔
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補強土壁

補強土壁

盛土

補強土壁
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５．事業費の変化（２） 下部工の削減、伸縮装置及び支承の減少
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・平成30年度に詳細に実施した地質調査結果をもとに、橋梁詳細設計を実施。
・道路設計に立ち返り、道路縦断線形を見直し、軟弱地盤上で高価となる下部工を1基削減できる径間割りに変更し事業費を約1.3億円縮減。

（予備設計時：3径間＋2径間連続桁 ⇒ 詳細設計時：4径間連続桁）
・桁高増加に伴い上部工費が約0.1億円増加するものの橋梁全体で事業費を約1.2億円縮減。

＜ 予備設計時 ＞ ＜ 詳細設計時 ＞

側面図

断面図
（上部工）

県道安芸物部線

鋼３径間連続非合成鈑桁橋鋼２径間連続非合成鈑桁橋

L=102000L=61000
3×34000=10200030500 30500

県道安芸物部線

鋼４径間連続非合成鈑桁橋

L=163000

162600
2×45000=90000 3560035500

250
750
150

750

６主桁

・上部工の変更 0.1億円増

・下部工の削減 0.5億円減
・伸縮装置、支承の削減 0.8億円減

５主桁 ５主桁

６＆５主桁
↓

５主桁

道路縦断線形
を見直し

桁高を拡大し
支間長・径間数

を変更

３＋２径間
↓

４径間

道路縦断線形の見直し（嵩上げ）

建築限界 建築限界

970 5X2150=10750 970

15
00

970 4X2687.5=10750 970

17
00

橋脚～P 11 橋台A 2橋脚～P 8 橋脚P 11

15
00

17
00

945 4X2700=10800 945

18
50

橋脚～P 8 橋台A 2

18
50



５．事業費の変化（３）まとめ
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＜事業費の見直し（まとめ）＞

項目 増額・縮減内容 ①当初 ②変更
費用

増加分
（②‐①）

事業費増
詳細地質調査による

構造の見直し

■盛土構造から橋梁構造に変更

黒鳥地区において軟弱層が判明し、盛土＋補強土壁の構造から橋
梁構造に変更

２１．９
億円

４６．１
億円

２４．２
億円

■軟弱地盤対策の追加

安芸中地区において粘性土層が判明し、軟弱地盤対策工（深層混
合処理工）を追加。

０億円
４．０
億円

４．０
億円

事業費減
橋梁詳細設計での

構造の見直し

■ 下部工の削減、伸縮装置及び支承の減少

橋梁詳細設計の段階で、道路縦断線形の見直しを行い最適支間
長・径間数を変更し、軟弱地盤上で高価となる下部工を１基削減でき
る径間割り（２径間＋３径間連続桁から４径間連続桁）に変更。

０億円
－１．２
億円

－１．２
億円

合 計
２７．０
億円

＜全体事業費＞

①前回評価時 ②増加 今回評価時（①＋②）

２５２億円 ２７億円 ２７９億円

橋梁構造への見直しや軟弱地盤対策の追加、下部工の削減等により事業費が約27億円増加。

注）四捨五入の関係で合計が一致しない場合がある。



６．事業の投資効果
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今回評価
（令和元年度）

前回評価
（平成29年度※）

備考
（前回評価時からの主な変更点等）

事業諸元 延長 ５．８km

計画交通量 ８，５００～１１，２００台/日 ７，１００～９,９００台/日 ・ODの変更による交通量の変更

総事業費 ２７９億円 （２７億円増） ２５２億円

費用便益比 事業全体 残事業 事業全体 残事業

総費用（C） ２４３億円 ２１７億円 ２０６億円 １９７億円
・詳細地質調査による構造の見直し

・橋梁詳細設計による構造の見直し

便益（B） ３３３億円 ３３３億円 ３１０億円 ３１０億円

費用便益比
（B/C）

１．４ １．５ １．５ １．６
・設計の進展を受けた事業展開の見直し

・費用便益分析マニュアルの改訂（原単位の更新）

注）上記の総費用及び総便益の数値は基準年における現在価値を表す。基準年については前回は平成26年度、今回は令和元年度。
総事業費は、維持管理費を除く全体事業費（単純合計）。
計画交通量はH42時点で、前回はH26評価時の計画交通量

【費用便益比】

【前回評価時からの事業計画の変化】

注）費用及び便益額の値は基準年における現在価値（令和元年度）を表す。四捨五入の関係で合計が一致しない場合がある。

項目 事業全体 残事業

費用（C） ２４３億円 ２１７億円

事業費 ２２７億円 ２００億円

維持管理費 １６億円 １６億円

便益（B） ３３３億円 ３３３億円

走行時間短縮便益 ３００億円 ３００億円

走行経費減少便益 ２２億円 ２２億円

交通事故減少便益 １１億円 １１億円

費用便益比（B/C） １．４ １．５



７．地方公共団体等からの要望

 高知県安芸市議会、四国8の字ネットワーク整備促進四国東南部連盟、四国８の字ネットワーク整備・利用促進を考える会等

より、本事業の整備促進について積極的な要望活動が続けられている。

平成29年度 7月の安芸市議・阿佐線国道整備促進特別委員会等12回の要望

平成30年度 8月の一般国道55号・阿南安芸自動車道整備促進期成同盟会等11回の要望

８．地方公共団体の意見

【高知県知事意見】

事業継続に異議はありません。

四国8の字ネットワークを構成する一般国道55号安芸道路は、県中央部と東部地域とをつなぐ唯一の幹線道路の代替機能を
担い、県東部地域において災害に強い道路ネットワークを構築し、発生の可能性が高まる南海トラフ地震をはじめ自然災害への
備えを高めるために不可欠な道路です。

これに加え、中芸地域の日本遺産をはじめとする重要な観光資源を活かした交流人口の拡大等にも資する重要な道路です。

このため、国においては早期の開通に向け、より一層の事業進捗をお願いします。
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• 今後も新技術、新工法の採用による工事コストの縮減に加え、施設の長寿命化や維持管理費を考慮した構造の採用等、ライフ
サイクルコストに留意し、総コストの縮減に努める。

• 安芸道路については、国道55号の交通混雑の緩和及び交通安全の確保、信頼性の高い緊急輸送道路の確保を図るための事
業で、地形条件、周辺土地利用との整合等を勘案した合理的な計画であり、代替案立案の可能性はない。

９．コスト縮減や代替立案等の可能性

１０．対応方針（原案）

以上のことから、一般国道55号安芸道路の事業を継続する。


